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 古沢広祐（國學院大學客員教授、「環境・持続社会」研究センター代表理事） 



世界を再認識・構想するための視点 
◆コロナ危機とは ？ 連続する複合リスク時代の一角 

 ＊求められる視点： 世界をミクロからマクロレベルまで 

                 総合的に洞察すべき時代 

          ⇒ 人間という存在を 根源的に問う必要性 

 

            ⇒（鳥の眼と虫の眼）：総合的な視点 

 

 ＊ 敵対的関係（他者の否認）から、 存在の受け入れ（存在受容） 

    多様な関係・協同をさぐる試み： 敵対 ⇔ 共存 ⇔ 共生 

 

         < 立ち位置としての３つの視点 >：  

     ・複眼（相対）知   ・批判（洞察）知   ・共感（包摂・統合）知 
 

   参考： 拙著『みんな幸せってどんな世界 共存学のすすめ』 

   共著『共存学1、２、３、4』 

  拙著『食・農・環境とSDGs～持続可能な社会のトータルビジョン』                      

自分・世界・宇宙 

共存の視点 
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1992            1972          1980 2000      2011      2015 

 国連人間環境会議(1972) 

  オイルショック（1973) 成長の限界 
地球環境・南北問題 
 軍縮⇒平和の配当 

有機認証とPGS（参加型認証） 

CSA（地域支援農業） 
AMAP（農民農業を支える会） 

食と農の自給運動、自給の拡張 
生産と消費の結合（提携/協同の模索） 

地球サミット(1992) 

核実験、原発の普及⇒ 

ｽﾘｰﾏｲﾙ事故（79） ・ ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ事故（86） ＜ 原発ﾙﾈｯｻﾝｽ ⇔ フクシマ原発事故 ＞ 

      グローバル化  VS  ローカル化    

世界的なエコロジー運動 
国際的な有機農業の展開 
   世界食料サミット(1996) 

同時多発テロ(9.11) グローバルリスク社会 
イラク・アフガン攻撃（2001）       平和のゆらぎ 

     世界金融危機   
  国連MDGｓ目標       ⇒ SDGｓ 
         グリーンエコノミー ★ﾘｵ＋20 

「沈黙の春」  「複合汚染」 

    反公害運動、有機農業運動 

産直3原則 提携10原則 

  時代の変遷： 食・農・環境の運動 

        冷戦構造の終焉 ⇒ ★グローバル市場経済の拡大 ⇒ 
 ＜環境的適正＞と＜社会的公正＞のゆらぎ  

国際家族農業年(2014) 



グローバル化 VS ローカル化(本日の話：主軸） 

 ★1960・70年代：戦後の高度成長と公害・環境破壊の激化(開発の矛盾） 
   ⇒革新自治体の登場 

   ⇒「地域主義」： 玉野井芳郎（1918～1985） 
      『地域分権の思想』（1976 年）『エコノミーとエコロジー』（1978年） 
      『地域主義』（共編、1978年）『地域主義の思想』（1979年） 
 ★食糧自立国際シンポ(1988) 
●GATTからWTO（世界貿易機関）体制へ(1995) グローバリゼーション 
         ・地方分権一括法 施行(2000) 

         ・地方分権改革推進法 施行(2007)   

■「グローバリゼーション」：地球環境問題の深刻化 
   1990年代の国際経済の進展、バブル崩壊、 

  21世紀： 同時多発テロ、 世界金融危機、 3.11震災 ・・・・ コロナ危機 
      ・「ローカリゼーション」（Localization:地域化） 
      ・「リローカリゼーション」（Re-localization:地域回帰」 
 

    ・「FEC自給圏」（内橋克人） 
    ・「地域循環共生圏」（ローカルSDGs） 
 

 ★コロナ・パンデミックの問いかけ： 発展様式の変革、SDGsの真価 !!  





パンデミック宣言時（3/11）、感染者約5万人、
死者は4千人余り（3/4が中国内）、1か月半
で、感染者300万人、死者は約23万人（5/１） 
9/3現在、感染者2600万人、死者約86万人、 

感染者は日増25万人規模で拡大中・・・・ 





人間存在の3層からの視点 
（１）自然・生命系における視点 （自然・人間関係） 
  ＊ウイルスを敵と見て撲滅？  ＊人間の自然破壊が招いた？   

  ＊不可思議なウイルスへの理解（存在受容、進化の推進役？） 

（２）経済・社会・政治における視点 （社会関係） 
  

 

 ＊急拡大するグローバリゼーションへの警鐘 ： グローバル世界都市 

     を頂点に「中心―周辺」世界を形成。      経済危機 ⇒ 世界的恐慌！？  

 ＊分権・自立システムへ軌道修正（脱巨大都市化、地域・農山漁村の重視） 

（３）精神・文化的な論点 （人間としてのあり方） 
 ＊ 危機に、人間の奥底の醜さと尊さが現れる ： カミュの小説 『ペスト』1947年 

 ＊ 不安心を増幅、差別や他者攻撃（排斥、暴力）を誘発、SNSでの誹謗・中傷 

＊冷静に危機を見つめ、人間社会のあり方を問いかける発言も  ⇒ 



 

 人獣共通感染症への挑戦（出典：サイエンスアゴラ2016 11/5）  

 

 



    One World - One Health presentation Katinka de Balogh FAO 
   https://www.slideshare.net/charmkey5/one-world-presentation-katinka-de-balogh-fao 

    Harm Kiezebrink  Published on Sep 3, 2014 

    During the FVE conference in Brussels on April 7, 2014, Katinka de Balogh, 

   病原体は、ブニヤウイルス科フレボウイルス属に属するリフトバレー熱ウイルス。 感染経路は、ウイルスを保有した 

   蚊に刺されること、または、ウイルスに感染した動物の血液や他の体液による接触することです。 

 

 健康はひとつ：「ワンヘルス」  
《 健康概念の広がり：人間存在の土台・自然観・世界観の変革 》    



自然・人間関係の見直し 

 

自然界・地球史の大半 

中核は微生物（細菌類）､ 
ウイルスたち 

人間のゲノムの3~4割は
ウイルス起源かも？ 



 健康はひとつ：「ワンヘルス」 （イメージ図：出典､福岡県生活衛生課） 

《 健康概念の広がり：人間存在の土台・自然観・世界観の変革 》    



個と全体の相似関係 ： 人・自然・宇宙 
～人間（健康）と自然（地球環境）の相関性～ 

  「内なる環境」（体内・健康） ⇔ 「外なる環境」（自然・生態系） 

  ＜体内環境（健康）＞ → 人体 ←＜自然環境・地球環境問題（環境破壊）＞ 

            食べ物 ⇔ 賜物、供物 

「身土不二」 の思想 ⇔ プラネタリーヘルス 
 ＊LOHAS： Lifestyles of Health and Sustainability 

 ＊古きは、ミクロコスモスとマクロコスモスの思想 

(注) 健康概念の拡張 ・・・・ 「健康」さ、「健全」さの強調がもつ危うさ（優性思想） 
 ＊ 全体主義的な傾斜に、どうバランスをとるか？  （かつてナチスの健康政策？） 

 ＊WHO憲章で「健康」定義の改正議論：  「疾病・病弱の否定」から、身体的・精神的・ 
  心的（spiritualが議論されたが不採択）・社会福祉的な状態の動的完全性へ 



 



駅ターミナルの監視カメラ、 シンガポール 

近未来デジタル管理社会が出現？ 



 



脱都市化・分権自立・自然共生社会へ 
もう一つの未来： 働き方や生活スタイルの大変革？ 



 



 



20 

1992            1972          1980 2000      2011   2015  2020 

 国連人間環境会議(1972) 

 オイルショック（1973) 成長の限界 

地球環境・南北問題の浮上 
    軍縮 ⇒ 平和の配当？ 

 地球サミット(1992)⇒ 
核実験、原発の普及⇒ 

ｽﾘｰﾏｲﾙ事故（79） ・ ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ事故（86） ＜ 原発ﾙﾈｯｻﾝｽ ⇔ フクシマ原発事故 ＞ 

  グローバル化  VS  ローカル化  

   地球市民意識の台頭 
   世界的なエコロジー、人権、民主化の運動  
    

同時多発テロ(9.11)  グローバルリスク社会 
  イラク・アフガン攻撃（2001）       平和のゆらぎ ？ 

 世界金融危機  コロナ危機  
 国連MDGｓ目標(2000年)⇒SDGｓ 
グリーンエコノミー ★ﾘｵ＋20 

 南北・貧困問題、環境問題の深刻化 

   世界動向（諸レジームのダイナミックな展開） 

      冷戦構造の終焉 ⇒ 
GATTからWTO体制(1995)？ 

★グローバル市場経済の拡大 ⇒？ 
 ＜環境的適正＞と＜社会的公正＞のゆらぎ  

環境・平和・人権・福祉レージム形成⇒ 



国内経済・政治 

国際経済・政治 

国内枠組み 
政策展開 

国際枠組みの展開 

（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝの進行） 

多様なレジーム（体制・制度・勢力）全体の動向分析 

（対立、抗争、調整、協調） ⇔ 正・負のダイナミズム 
  

＊貿易（WTO体制）、経済制度・金融ｼｽﾃﾑ ・・・・ 資本主義・自由市場体制 
  ＊軍事・競争・リスク社会 ・・・・ 産軍複合体、国益、リスク管理 

 

 

      ＊人権、福祉、平和、国際援助・開発協力 

        ＊環境（気候変動ﾚｼﾞｰﾑ、生物多様性ﾚｼﾞｰﾑ、海洋、廃棄物・化学物質･･･ 
          ＊NGO・国際組織・国連機関・様々なアクター（NPO,CSO・・・ 
         

地域・国内 

世界的連鎖反応 



持続可能な発展と３つの矛盾（環境・社会・経済） 

●はてしない拡大・成長（環境の限界） 

●格差・貧富の拡大（社会的公正）         

●経済価値のモノカルチャー的展開（多様性の破壊） 

☆「持続可能な発展」：環境・経済・社会の３つのバランス調整、
＜環境的適正＞と＜社会的公正＞による経済発展 



社会的公正・格差の矛盾の拡大 
• １９９７年人間開発報告書によると、
１９６０年の世界の所得総額のうち、
高所得層上位２０％が手にした額は
、低所得者下位２０％の３０倍だった
。その後の３０年間で、倍率はどんど
ん開いて１９９１年には６１倍に達し、
１９９４年には７８倍に達した。 

• 世界の１％、富の４０％保有～：国連
大学世界開発経済研究所（本部・ヘ
ルシンキ）、 

   世界の成人人口のうち最も豊かな
上位１％が個人総資産の４０％を保
有する一方、下位５０％が保有する
資産は全体の１％にとどまるとの報
告書を発表した。(2006)  

   「格差に関する報告書」（2016～2019）  
   OXFAM 「最も豊かな１％のための経済」 
＊世界で最も裕福な62人が保有する資産は、世界の貧し
い半分（36億人）が所有する総資産に匹敵 
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気候変動枠組み条約、生物多様性条約、 

 リオ宣言、 アジェンダ２１、 森林原則声明など 

         国際環境レジーム（体制）を形成 

★ 従来の発展様式（化石燃料型文明）が、気候変動枠組み 

 条約によって終止符、転換を迫られている 

 

★ 人間中心（単線系モノカルチャー型文明）から、生物 

 多様性条約（多様性と循環）を契機に生命文明の再構築 

双子の条約
の意義 

地球サミット（1992） 



人類がつくる食物連鎖の 

  生態的ピラミッド 
●全陸地面積（133.8億ﾍｸﾀｰﾙ）の約３
６％が農業用地（49.7億ﾍｸﾀｰﾙ／耕
地:13.5、永年作物地:1.1、永年牧草
地:34）で、森林が約３１％（41.7億ﾍｸﾀｰ
ﾙ）、その他（砂漠他、40億ﾍｸﾀｰﾙ）となっ
ている。 

●基本的な食料生産、３大基礎穀物の
米、小麦、トウモロコシが計23億トン（各
６～７億トン）生産され、牛が15億頭、羊
が12億頭、豚が10億頭、鶏が214億羽
ほど飼われ、人類の総人口約73億人が
養われている。（2014年）  

 

★家畜は全哺乳類の60％、人類は３６％、
野生哺乳類は４％となった‼（バイオマス量） 



「食・農・世界」めぐる考え方の対立 

  「フード・ウォーズ」: 食の未来： パラダイムの攻め合い 

・生産拡大主義（もっともっと欲望拡大）に続く、将来のシナリオ 

●ライフサイエンス（操作）主義 （生命・自然の管理・支配） 

●エコロジー主義   （自然の力・調和関係の尊重） 



流通・消費における２つの展開 
（ファストフード 対 スローフード） 

 

Fast Food Nation 
 

by Eric Schlosser  

 

                           Slow  Food  movement 

  

      

 

 

  Fast  Food                         

スロー・フード運動は、１９８６年にイタリアで、ファス
ト・フードに象徴される効率至上主義の食品産業や食文化に
対抗して、伝統的な食品製造技術とその食品をゆっくりと味
わう喜びを守る運動として出発した。 運動のシンボル、”
かたつむり”がよくその性格を表している。 



巨大農企業・モノカルチャーの拡大 





日本における伝統的な循環型社会形成 

（江戸時代から戦前・戦後初期） 



「森（川）・里・海」を結ぶ 
生命地域主義 
（バイオリージョナリズム） 
    ⇒地域循環共生圏 



 

SDGsの内容は、動解説を見てください：https://note.com/furusawaredkitty 

https://note.com/furusawaredkitty


  SDGs達成度ランキング：日本11位から15位に降下、2020年は17位へ 
   2017年には11位だった日本だが、2018・19年に15位、そして17位へ。 
日本にとって最大の課題と指摘されている目標は、目標５「ジェンダー平等を
実現しよう」、 目標12「つくる責任 つかう責任」、 目標13「気候変動に具体
的な対策を」、 目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」   



今年6月中旬、国連SDGアドボケート共同議長、 
エルナ・ソルベルグ（ノルウェー首相）とナナ・アド・ダン 

クワ・アクフォ=アド（ガーナ大統領）が共同声明を発表 



 



 

欧州グリーンディール：グリーンリカバリー 



未来シナリオ分析「AI活用による持続可能な日本への政策提言」 
京都大学「こころの未来研究センター」 2017年9月 

●主要な社会動向の要因として 

  (1)人口・出生率、（2)財政・社会保障、(3)都市・地域、(4)環境・資源の持続可能性、(5)雇
用の維持、(6)格差の解消、(7)人々の幸福、(8)健康の維持・増進などが複雑にからみ合う
動向を、AIを活用してシミュレーション分析 

◎ 2050年に向けた未来シナリオとしては、大きくは都市集中型に向かう動きと地方分散型に
向かう動きの2大グループとして示される 

・都市集中型では、都市の企業が主導する技術革新によって、人口の都市への一極集中が進
行して、地方は衰退していくことで、持続性に問題をかかえていく 

・地方分散型では、地方へ人口分散が起こり、出生率が持ち直して格差が縮小し、個人の健康
寿命や幸福感も増大していく可能性をもつ 

参考：https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies/hitachi_kyodai_labo/ 

https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies/hitachi_kyodai_labo/
https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies/hitachi_kyodai_labo/
https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies/hitachi_kyodai_labo/
https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies/hitachi_kyodai_labo/
https://social-innovation.hitachi/ja-jp/case_studies/hitachi_kyodai_labo/
















生活クラブ生協（生活クラブ）は“志の高い生協”である。2018年に設立50周年を迎
えた。安全・安心な食材へのこだわり、生産者・産地とのつながりの強さ、環境問題
での行動力は生協セクターの中で頭一つ抜きんでている。中でも「FEC自給ネット
ワークづくり」が圧巻だ。 

FECとはFood（食料）、Energy（エネルギー）、Care（ケア＝福祉）を指す。「FEC

自給圏」という言葉を最初に使ったのは、評論家の内橋克人氏である。格差と分断
を生み出す新自由主義グローバル経済への対抗軸として「人と人とが共生する経
済＝共生経済」を掲起。食とエネルギーと福祉をできるだけ域内自給することが、
地域社会の自立と雇用の創出につながると説く。これを実現する「使命共同体」と
して協同組合の実践に期待を寄せた。 

生活クラブは「2012年国際協同組合年」全国実行委員会（代表・内橋氏、名誉顧
問・宇沢弘文東大名誉教授）への参加を経て、第６次中期計画（15～19年度）で
FEC自給圏づくりに本気で踏み出した。･････････【2020年2月28日：日本農業新聞】 

    

  FEC/W自給ネットワーク 
 

       ＜連帯・協同＞ 

       

      FEC自給圏 
 

   （自立・自治） ＜自給⇔自律＞   

 





多世代共生の参加型福祉コミュニティ 





国際協同組合年（２０１２） 
 国連は2012年を「国際協同組合年（International Year of Cooperatives）」 

と定め、貧困削減や雇用創出、社会的統合など協同組合による社会
経済開発への貢献に光を当てる。 

   「Cooperative Enterprises Build a Better World（協同組合はよりよい 

世界をつくる）」のテーマのもと、同国際年を通じて世界中の協同組合
の成長と設立を促す。 

   個人、地域、NGOや政府組織は、国連ミレニアム開発目標 

 （MDGs）を達成する上で、協同組合の果たす役割を改めて認識 

 することが求められる。（国際協同組合年 公式サイトより：  

                       http://social.un.org/coopsyear） 

SDGｓ ・・・・・我々は、小規模企業から多国籍企業 、協同組合、 

市民社会組織や慈善団体等多岐にわたる民間部門が新アジェンダ 

の実施における役割を有することを認知する。 

http://social.un.org/coopsyear


 



さまざまな主体形成・オルタナティブ： 社会的連帯経済 
 

グリーンエコノミー、モンブラン会議(フランス・EU協同組合セクター)、 

   GSEF:（韓国ソウル会議2014、協同組合・NPO・社会的企業) 

    カナダ（モントリオール2016）、スペイン（ビルバオ2018) 



 K.ﾎﾟﾗﾆｰが提示した経済システムの３類型  

（１）互酬（贈与関係や相互扶助関係） 
（２）再分配（権力を中心に徴収と分配） 
（３）交換（市場による財の移動・取引） 
 

 

 歴史的、地政的な背景で多様な存在形態 
 交換システムが近代世界の市場経済で世界化 
 グローバリゼーション・肥大化し、諸矛盾を拡大 
 
 市場システムの調整・改革という方向性？・・・ 
 
★将来的に重視すべきは、３類型を社会経済システムに
適用し、経済システムの根幹を再構築すること・・ 





  ポスト資本主義？ グリーン経済の展開？ 
 

    自給的経済  →  拡大と交流（ 「ﾛｰｶﾙ」から「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ」へ ） 
 

  商業資本主義  

     ↓ 

 産業資本主義 
     ↓  
＜実体経済からマネー経済へ＞ 

 金融資本主義 
（マネー・信用膨張） 
 

  競争から共生へ 

     ↓ 
 非営利・協同領域 
＜多様な人々が、生き活き 
 幸せに暮らせる社会＞ 

       資本主義的・拡大膨張経済 
          （成長経済システム） 
              

 膨張・破綻・再調整：ﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ型ｹｲﾝｽﾞ政策 

（従来型枠組みの需要拡大・成長の強制） 
        ↓  ↓ 

   環境産業形成による再調整 
  （ｸﾞﾘｰﾝﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ から ｢ｸﾞﾘｰﾝｴｺﾉﾐｰ｣へ） 
            
      ↓ 制度変革？？ ↓ 
 

（ ｻｽﾃｲﾅﾌﾞﾙ・ｳｴﾙﾌｪｱ社会への構造改革） 
  環境的適正（有限性）と社会的公正の両立 
 

  ＜定常型・環境福祉社会の実現＞ 
 


